
発刊によせて

この度、奈良学園大学教授住本克彦先生の編集による「新しい視点からの教
育社会学」のご出版を心からお祝いいたします。
新見公立大学のある教授が「住本先生の研究室に入ると子どものムードが一

杯ですよ。心が温かくなります」と、私に話したことがあります。住本教授の
部屋は明るい子どもたちの写真が溢れているそうです。彼は子どもたちが本当
に好きで、子どもたちと心を通わせて教育をされている教育人です。その上、
住本教授からは教育に対する熱情がほとばしっています。
現在、文科省が進めている教育学部をはじめ人文系の学部の入学生の縮小

や、テクノロジー重視、そろばん勘定重視の教育政策に私は賛成できません。
大切なことは人間教育でしょう。霞が関には高学歴の法学、経済、工学関係
などの人が多いと思いますが、国民のための、そして、国家の品格のある政治
が行われているとは思えないのです。人間教育の欠如だと思います。十分な人
間教育と深い教養がなければ世界的に通用しません。教育は寺子屋式で、血の
通った人間教育がすべての基礎だと思います。そして、教育は目前のことだけ
でなく、10年後、20年後に生きるものでなければならないと考えています。
本書を分担執筆された先生方は、住本教授と教育について同じ考えと目的と

を持たれ、教育に熱情を傾けられておられると確信しています。読者が本書の
内容を学ぶなかで、教育の深い意味を読みとられ、実践に生かされ、そして、
そのような教育を受けたものに生涯にわたってその効果が継続されることを心
から祈念いたします。

2022年 3月 15日
新見公立大学前学長

岡山大学名誉教授

難波　正義
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ま え が き

社会の急激な変化にともない、子どもを取り巻く環境が大きく変化してき
ている。社会は常に「便利さ」を求め、科学技術は飛躍的に伸びたが、一方で
「心」が置き去りになっているようにも思えてならない。特に教育にあっては、
いじめ問題や児童虐待問題等、子どもたちが抱える問題がますます深刻化、複
雑化している。
本書は、教職課程にかかわる学修を進めている皆さんを対象にし、子どもが

抱える問題やその背景を理解するための理論や最新の知識を学べる内容に編ん
である。教育現場を熟知し、教育臨床経験等も豊富な執筆者が各章を担当し、
現代の教育現場において、教師が必要となる内容を網羅している。教職課程を
学ぶ学生の皆さんには、順次読み進めることで、教育社会学の理論と実際を学
ぶことができ、教育現場の教師にあっては、最新の教育社会学の知見を学び、
実践的な内容に触れることができるように構成している。
まずは、日頃からご薫陶を頂戴している、新見公立大学前学長・岡山大学名

誉教授　難波正義先生から巻頭にあたっての過分なお言葉を賜り、重ねて、「共
生社会」実現に向けての大きなきっかけとなる貴重なテーマでのご寄稿論文ま
でご恵贈頂き、身に余る光栄でございます。この場をお借りして心より御礼申
し上げます。
本書では、難波先生のご寄稿論文を起因として、社会の動向を基に教育のあ

るべき姿を探り、その様相を明らかにしようと取り組んでいる。第1章では、
「教育社会学へのアプローチ」のテーマで、教育社会学の理論的背景について
探る。第2章では、「教育社会学から見たカリキュラム」と題し、カリキュラ
ムをマネジメントすることの意味について学ぶ。
第3章では、主題を「キャリア教育と教育機会」とし、キャリア教育の意

義や教育機会の平等等についての学びを進める。第4章では、「現代社会にお
ける高等教育」の題目で、現代社会における高等教育の意義や、その機会・質
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の保障等について、第5章では、「子どもの福祉と教育」と題し、福祉の視点
から見た教育社会学の内実に迫る。第6章では「多様化する家族のあり方」の
テーマで、家庭の教育力の低下や近代家族の様相について概観する。第7章で
は、いじめ問題への適切な対応の仕方等について学ぶ。第8章では、不登校の
現状やその効果的支援等について、第9章では、「子どもとメディア利用」と
題し、現代の子どもとメディア利用の現状やその対策等についての学びを進め
る。第10章では、「特別支援教育」のテーマで、特に特別支援教育の歴史の流
れから教育社会学を見つめ、インクルーシブ教育が目指すものとして、先進的
事例についても紹介している。第11章では「マイノリティとジェンダー」と
題し、社会的弱者の視点から「公正」の在り方について探り、これらのテーマ
が教育のあり方に大きくかかわっていることを学ぶ。第12章では、「大学教育
の今」のテーマで、大学教育の現況と課題、改革への方途を探る。第13章で
は、「共生社会」の実現の方途を探ろうとする、これからの教育社会学を展望
していく。なお、本書の編集にあたっては、各章、各コラムの執筆者の専門性
を尊重した表記となったことを付記する。
めまぐるしく変化する社会の情勢を的確に捉える必要性や、最新の教育改革

の現状、様々な援助・支援スキルを身に付ける必要性が一層増してきている現
況にあって、本書が、日々尊い教育実践を重ねる教師や、将来教職を目指す学
生の皆さんの今後の教育活動の一助になることを願っている。
最後に、本書の編集にあたっては、大学教育出版社長の佐藤　守氏、営業部

長の佐藤宏計氏には多大なるご尽力を頂いた。衷心より感謝申し上げる。

令和4年 3月
奈良学園大学　教授

住本　克彦



新しい視点からの教育社会学
─人間形成論の視点から─
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